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調査概要 
 
１．調査の⽬的 

令和５年度（2023 年度）看護学科４年⽣を対象に、コンピテンシー（学修到達⽬標）における⾃
⼰評価アンケートを得て、教育プログラムにおける問題点や改善点を把握する。 

 
 
２．アンケート実施⽅法等の概要 

 調査対象 令和 5 年度（2023 年度）看護学科４年⽣ 60 名 

 調査⽅法 対象者にメールで通知し、Web フォームから回答を回収 

 調査期間 令和６（2024）年２⽉ 13 ⽇〜２⽉ 29 ⽇ 

 回答数 32 件（回収率 53.3%）  

 有効回答数 32 件（有効回答率 53.3%） 
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ディプロマ・ポリシーごとの集計結果 

 
１．専⾨知識と技能 

 
いずれのコンピテンシーにおいても、到達度、満⾜度ともに概ね⾼い数値が⽰されたと考えられる。 
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0% 25% 50% 75% 100%

1.看護の対象となる⼈の特性に応じて信頼関係を形成できる

2.多⾯的なアセスメントと対象者の経験や意向に沿ったニーズ
の把握ができる

3.疫学、病態、予後などの知識に基いた基本的な臨床判断がで
きる

4.対象者のニーズや臨床判断に基づく看護問題の抽出と看護計
画の⽴案ができる

5.看護介⼊に関する知識を⾝に付け、基本的なケアの実践がで
きる

6.実践を評価し、基本的な看護記録を作成できる

7.エビデンスに基づいた実践を志向できる

1.専⾨知識と技能（到達度）

よく⾝につけられた どちらとも⾔えない
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0% 25% 50% 75% 100%

1.看護の対象となる⼈の特性に応じて信頼関係を形成できる

2.多⾯的なアセスメントと対象者の経験や意向に沿ったニーズ
の把握ができる

3.疫学、病態、予後などの知識に基いた基本的な臨床判断がで
きる

4.対象者のニーズや臨床判断に基づく看護問題の抽出と看護計
画の⽴案ができる

5.看護介⼊に関する知識を⾝に付け、基本的なケアの実践がで
きる

6.実践を評価し、基本的な看護記録を作成できる

7.エビデンスに基づいた実践を志向できる

1.専⾨知識と技能（満⾜度）

満⾜している どちらとも⾔えない
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２．⾃律的学修能⼒と応⽤能⼒ 
 

いずれのコンピテンシーにおいても、到達度、満⾜度ともに概ね⾼い数値が⽰されたと考えられる。 
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0% 25% 50% 75% 100%

1.⾃主的に学習を進めることができる

2.必要な課題を⾃ら抽出できる

3.課題を解決するに当たり、情報の収集法を⾝につ
けている

4.収集した情報を分析し、解決法を⾒いだせる

5.医療安全の重要性について説明できる

2.⾃律的学修能⼒と応⽤能⼒（到達度）

よく⾝につけられた どちらとも⾔えない
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0% 25% 50% 75% 100%

1.⾃主的に学習を進めることができる

2.必要な課題を⾃ら抽出できる

3.課題を解決するに当たり、情報の収集法を⾝につ
けている

4.収集した情報を分析し、解決法を⾒いだせる

5.医療安全の重要性について説明できる

2.⾃律的学修能⼒と応⽤能⼒（満⾜度）

満⾜している どちらとも⾔えない
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３．豊かな⼈間性と⾼い倫理観 
 
「7.看護学・医療の歴史的な流れとその意味を説明できる」の到達度を除き、いずれのコンピテンシー

においても、到達度、満⾜度ともに概ね⾼い数値が⽰されたと考えられる。 
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0% 25% 50% 75% 100%

1.豊かな⼈間性に基づいた⾏動ができる

2.⾼い倫理観に基づいた⾏動ができる

3.看護倫理・臨床倫理や⽣と死に関わる倫理的問題を説明で
きる

4.看護実践における倫理に関する理論や倫理原則、規範や思
考⽅法を説明できる

5.看護の対象となる⼈とコミュニケーションが取れる

6.多職種連携の意義、体制を説明でき、チームの⼀員として
参加できる

7.看護学・医療の歴史的な流れとその意味を説明できる

8.患者のプライバシーに配慮できる

9.患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解
し、適切な取扱いができる

3.豊かな⼈間性と⾼い倫理観（到達度）

よく⾝につけられた どちらとも⾔えない
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0% 25% 50% 75% 100%

1.豊かな⼈間性に基づいた⾏動ができる

2.⾼い倫理観に基づいた⾏動ができる

3.看護倫理・臨床倫理や⽣と死に関わる倫理的問題を説明で
きる

4.看護実践における倫理に関する理論や倫理原則、規範や思
考⽅法を説明できる

5.看護の対象となる⼈とコミュニケーションが取れる

6.多職種連携の意義、体制を説明でき、チームの⼀員として
参加できる

7.看護学・医療の歴史的な流れとその意味を説明できる

8.患者のプライバシーに配慮できる

9.患者情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解
し、適切な取扱いができる

3.豊かな⼈間性と⾼い倫理観（満⾜度）

満⾜している どちらとも⾔えない
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４．科学的探究⼼ 
 

他のディプロマ・ポリシーに⽐較して、到達度における「よく⾝につけられた」の回答の割合が低い。 
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0% 25% 50% 75% 100%

1.研究対象となる事象の背景を注意深く観察できる

2.研究課題を⾃ら設定できる

3.調べた情報を⽤いて解決策を論理的に⾒いだせる

4.研究の基礎知識を⾝につけている

5.研究の看護実践への応⽤を説明できる

6.研究のプロセスを踏むことができる

4.科学的探究⼼（到達度）

よく⾝につけられた どちらとも⾔えない
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1.研究対象となる事象の背景を注意深く観察できる

2.研究課題を⾃ら設定できる

3.調べた情報を⽤いて解決策を論理的に⾒いだせる

4.研究の基礎知識を⾝につけている

5.研究の看護実践への応⽤を説明できる

6.研究のプロセスを踏むことができる

4.科学的探究⼼（満⾜度）

満⾜している どちらとも⾔えない
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５．社会貢献⼒ 
 

「4. 国際社会に貢献するための語学⼒を⾝につけている」を除き、いずれのコンピテンシーにおいても到達
度、満⾜度ともに概ね⾼い数値が⽰されていると考えられる。 
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0% 25% 50% 75% 100%

1.地域包括ケアにおける看護職の役割、必要性を説
明できる

2.地域包括ケアの場で基本的な実践ができる

3.多⽂化社会における医療者の役割について説明で
きる

4.国際社会に貢献するための語学⼒を⾝につけてい
る

5.災害に対する保健医療を説明できる

5.社会貢献⼒（到達度）

よく⾝につけられた どちらとも⾔えない ⾝につかなかった
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1.地域包括ケアにおける看護職の役割、必要性を説
明できる

2.地域包括ケアの場で基本的な実践ができる

3.多⽂化社会における医療者の役割について説明で
きる

4.国際社会に貢献するための語学⼒を⾝につけてい
る

5.災害に対する保健医療を説明できる

5.社会貢献⼒（満⾜度）

満⾜している どちらとも⾔えない 不満である


